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特
別
展

10.21㊊~11.30㊏
2024

㊊・㊋・㊍～㊏ 10:00 ～16:30  
㊌13:00 ～16:30 (入館受付は16:00まで)

京都産業大学ギャラリー
京都市下京区中堂寺命婦町1-10 
京都産業大学壬生校地むすびわざ館2階

※ 日曜、祝日は休館。但し、10月27日（日）、11月23日（土・祝）は開館
  ［10:00～16:30(入館受付は16:00まで)］

入場無料

10月26日土 13：30～15：00

『源氏物語』をよむ・みる・あそぶ
―葵、賢木の巻を中心に―

※詳しくは裏面をご確認ください。

① 『源氏物語』五十四帖「葵」　京都産業大学図書館所蔵
② 「源氏物語図屏風」（部分）　無上法林寺所蔵
③ 京都市指定文化財 墨書土器「斎宮」　京都市所蔵
④ 投扇興 銘定表　京都産業大学図書館所蔵
⑤⑥、 裏面「源氏物語図草花図扇面貼交屏風」（部分）京都産業大学ギャラリー所蔵

④

②

③

①

講
演
会

1
［講師］ 家塚 智子氏（宇治市源氏物語ミュージアム館長）

11月23日土㊗ 13：30～15：00

11月9日土 10：00～15：00（休憩1時間を含む）

江戸時代の『源氏物語』
―江戸の庶民は『源氏物語』をどのように読んだのか―

『源氏物語』宇治十帖の地をめぐる

講
演
会

臨
地
講
演

2
［講師］ 雲岡 梓氏（京都産業大学文化学部准教授）

主催： 京都産業大学ギャラリー
協力： 京都宮廷文化研究所、京都産業大学図書館、京都市考古資料館、
 京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課、旧嵯峨御所大本山 大覚寺、
 公益財団法人 京都市埋蔵文化財研究所、朝陽山栴檀王院 無上法林寺

⑤

⑥

関連イベント



【交通案内】

◎JR 丹波口…徒歩約7分　　◎阪急 大宮…徒歩約11分
◎京福 四条大宮…徒歩約11分
※駐車場・駐輪場はございませんので、ご来館の際には公共交通機関をご利用ください。

【問合せ先】

10月26日土 13：00 開場 13：30 開演 15：00 終了（予定）

『源氏物語』をよむ・みる・あそぶ
―葵、賢木の巻を中心に―講

演
会

臨
地
講
演
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方
法

1
［講師］ 家塚 智子氏（宇治市源氏物語ミュージアム館長）

11月23日土㊗ 13：00 開場 13：30 開演 15：00 終了（予定）

11月9日土 10:00～15:00（休憩1時間を含む）

江戸時代の『源氏物語』
―江戸の庶民は『源氏物語』をどのように読んだのか―

『源氏物語』宇治十帖の地をめぐる
［順路］宇治橋東詰 ▶ 宇治市源氏物語ミュージアム ▶ 宇治上神社 ▶ 宇治神社 ▶ （休憩） ▶ 平等院

講
演
会

2
［講師］ 雲岡 梓氏（京都産業大学文化学部准教授）

※雨天決行　※徒歩での移動となります。歩きやすい服装・靴でご参加ください。　※休憩は各自となります。昼食の手配はいたしませんので、弁当持参または現地の飲食店などをご利用ください。

［申込み先］https://www.kyoto-su.ac.jp/facilities/musubiwaza/
［受付開始］2024年10月10日（木）11：00～
※京都産業大学ギャラリー公式Webサイトのインターネット申込みフォームよりお申込みください。申込み期間に関わらず、定員に達した時点で受付を終了します。
　申込みの際にご提供いただきました個人情報は、講演会以外の目的では使用いたしません。

関連イベント

［定員］20名 ［参加費］1600円（拝観・観覧料）

参加費無料

 『源氏物語』五十四帖「夕顔」　大覚寺所蔵

女性装束
「玉鬘」歳暮の衣配の場面
京都宮廷文化研究所所蔵

「蒔絵硯」　京都市考古資料館所蔵
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ギャラリーはむすびわざ館工事のため、12月～令和6年度内、休館いたします。

京都産業大学むすびわざ館事務室
［TEL］ 075-277-0254　（平日 9：00～ 16：30）
［Webサイト］ 
https://www.kyoto-su.ac.jp/facilities/musubiwaza/gallery/index.html

特
別
展

1、2とも ［場所］むすびわざ館ホール  
 ［定員］200名（事前申込制・先着順）    オンライン同時配信［定員］90名（要申込）

　『源
氏
物
語
』は
平
安
時
代
中
期
に
紫
式
部
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
長
編
物
語
で
、
全

五
十
四
帖
か
ら
な
り
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
古
典
文
学
で
あ
り
、
千
年
の
時
を
超

え
て
読
み
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
物
語
で
は
主
人
公
の
光
源
氏
を
中
心
に
、
平
安
時
代

に
お
け
る
宮
廷
貴
族
の
生
活
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
成
立
し
た『
源

氏
物
語
』は
、
多
く
の
人
々
に
よ
って
書
き
写
さ
れ
、
屏
風
や
そ
の
他
の
絵
画
に
表
現
さ
れ

る
こ
と
で
視
覚
的
に
鑑
賞
さ
れ
、
ま
た
香
道
の
組
香
や
貝
合
せ
の
画
題
に
み
ら
れ
る
い
わ

ゆ
る「
あ
そ
び
」な
ど
を
通
し
て
、
貴
顕
か
ら
衆
庶
に
い
た
る
ま
で
広
く
愛
さ
れ
て
、
現
代

ま
で
伝
わ
って
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
現
代
語
訳
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
言
語
に
翻
訳

さ
れ
、世
界
中
で
読
ま
れ
る
物
語
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に『
源
氏
物
語
』の
世
界
は
、

文
字
に
と
ど
ま
ら
ず
絵
画
の
題
材
や
あ
そ
び
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、多
く
の
人
々

の
心
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　本
展
で
は
、室
町
時
代
や
江
戸
時
代
の『
源
氏
物
語
』写
本
や
、「
源
氏
物
語
図
屏
風
」

（
無
上
法
林
寺
所
蔵
）、
香
合
せ
や
貝
合
せ
な
ど
の「
源
氏
あ
そ
び
」の
品
々
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た「
蒔
絵
硯
」（
高
陽
院
跡
出
土
）や「
車
輪
」（
仁
和
寺
院
家
跡
出
土
）な
ど
の

考
古
資
料
も
合
わ
せ
て
公
開
し
、
紫
式
部
の
生
き
た
時
代
の
京
都
を
し
の
び
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
、
広
が
り
続
け
る『
源
氏
物
語
』の
世
界
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。


